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12月定例会  8人の議員が一般質問

花粉によるアレルギーも問題
となっている耕作放棄地 大規模改修が必要とされている校舎
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◆香取おみがわ医療セン
ターおよび附属看護専
門学校
◆高齢者福祉タクシー
◆コロナ対策
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◆重層的支援体制整備事
業
◆デジタル化推進に伴う
業務の効率化
◆耕作放棄地の現状と利
活用
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